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30
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新
潟
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柏
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二
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Ｔ
Ｅ
Ｌ   （
〇
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七
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総
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‼
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Ｘ  （
〇
二
五
七
）三
二―

〇
五
五
五

株
式
会
社 

石
川
薬
局

代
表
取
締
役

石
川
眞
理
子
（
高
27
）

〒945
-0051

柏
崎
市
東
本
町
二
丁
目
七―

三
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
五
七（
二
四
）二
二
三
五

丸
髙
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
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潟
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崎
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畔
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公
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木
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茶
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理
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山

田
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高
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創
設
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村

重
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中
10
回

旧
職
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長

石
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高
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窓
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簿
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ザ
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Ｅ
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八
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〇
〇
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台
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５
Ｆ

Ｔ
Ｅ
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三
八
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六
三
八
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東
京
支
社

会
長

土
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新
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（
高
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○ 

同
窓
会
本
部

連
絡
先
　
柏
崎
市
学
校
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〒
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四
五
　
柏
崎
高
等
学
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同
窓
会
事
務
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―

〇
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五
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〇
九
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五
二
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八
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Ｘ
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〇
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三
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七
八
三
八
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会
長

矢
代
隆
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（
高
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○ 

東

京

柏

会

連
絡
先
　
東
京
都
港
区
赤
坂
四―

九―

十
九

〒
一
〇
七
　
赤
坂
Ｔ
Ｏ
ビ
ル
７
Ｆ

―

〇
〇
五
二
　
平
山
・
流
矢
・
白
井
法
律
事
務
所
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事
務
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流
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大
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高
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回
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Ｔ
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四
七
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〇
七
二
五
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会
長

山
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（
高
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新

潟

柏

会

連
絡
先
　
新
潟
市
中
央
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東
堀
通
一
三―

三
〇
一
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〒
九
五
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斎
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英
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高
21
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二
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八
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高
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京
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岩
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大
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町
二
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﨑
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〇
〇
〇
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Ｔ
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〇
七
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七
二
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三
三
八
六
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　桑原氏は、雪上車組立・整備業務に従事され、1992年の第34
次日本南極地域観測隊を皮切りに、2003年の第45次隊、2009年
の第51次隊に、車両をはじめ各種機械の保守・管理を主業務とす
る設営部門機械隊員として１年４ヶ月の越冬任務に就かれました。

その南極での体験話、苦労
話をはじめ、南極で行われ
ているボーリングされた氷
からわかる地球環境の変化
の様子や、オーロラのしく
みなど、生徒たちの興味を
ひき、今後の人生の糧とな
る素晴らしい内容でした。

令和３年度  ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）事業報告

2022（令和４）年度　総会のご案内【予定】
本　　 部 東京柏会 関西柏会 新潟柏会

日　時
８月６日（土）
14:30 ～記念文化講演会
16:45 ～総会・懇親会

７月２日（土）
14:00 ～ 17:00

（詳細未定）

１０月３0日（日）
11:00 ～ 14:30
講演会：内容･講師未定

６月２５日（土）
時刻・時間ともに未定
講師：蓮池　薫氏

会　場
柏崎市産業文化会館
柏崎市駅前2－2－45

日本倶楽部
東京都千代田区丸の内3－1－1
国際ビル８階

ＫＫＲ京都くに荘
京都市上京区川原町通
荒神口上る東入東桜町27－3

越後まる松
新潟市中央区東大通1－2－5
クオリスビル５階

会　費 3,500円（事前に会員券を販売）
学生：1,000円／新会員：無料 （未　定） 5,000円

学生：無料
5,000円
学生：1,000円

事務局
連絡先

村田孝夫（高16）
TEL 090－5217－8346

流矢大士（高32）
TEL 03－5474－0725

山﨑　学（高37）
TEL 075－724－3386

斎川英子（高21）
TEL 090－4055－1041

高74回卒業期幹事
◎  東 　 　 知 樹
○  長 井 　 彩 花

太 田 　 一 華
片 山 　 麻 里
佐 藤 　 和 輝
竹 内 　 貴 哉
武 田 　 　 彩
永 井 　 希 青
中 村 　 優 太
山 本 　 　 楓

（㊟ ◎代表、○副代表）

　

本
紙
を
も
っ
て
『
怒
涛
』

は
100
号
を
む
か
え
る
。
昭
和

40
年
9
月
発
刊
の
第
一
号
か

ら
56
年
。
紆
余
曲
折
を
経
て

今
日
の
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。

高
度
成
長
期
の
さ
な
か
、
第

一
号
紙
は
「
会
報
“
怒
涛
”

の
発
刊
」、「
支
部
、
母
校
へ

の
激
励
費
の
制
定
」、「
名
簿

の
作
成
」、「
奨
学
金
制
度
の

制
定
」
等
々
の
目
標
を
か
か

げ
意
気
軒
昂
。
当
時
の
同
窓

会
の
心
意
気
が
伺
え
る
。
本

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
又
、

各
位
か
ら
の
多
彩
な
投
稿
も

お
願
い
し
た
い
。

　

さ
て
、
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
、
こ
の
二
年
余
り
進

展
は
み
ら
れ
な
い
。
新
大
学

入
試
制
度
も
二
年
目
と
な

り
、
学
生
諸
君
も
教
職
員
も

対
応
に
苦
渋
さ
れ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
推
察
す
る
。
少
々

長
い
ト
ン
ネ
ル
で
は
あ
る

が
、
必
ず
明
る
い
出
口
は
あ

る
。
全
力
で
充
実
し
た
日
々

紙
の
役
割
は
母
校
の
活
動
や

同
窓
生
各
位
の
動
向
を
伝
え

る
こ
と
に
あ
る
。年
々
歳
々
、

積
み
重
ね
の
努
力
に
よ
り
会

は
組
織
と
し
て
か
な
り
高
度

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
100

号
ま
で
の
『
怒
涛
』
は
そ
の

経
緯
を
確
実
に
伝
え
て
き
て

い
る
が
、
さ
ら
に
豊
富
な
内

容
に
し
た
い
も
の
だ
。
発
刊

に
か
か
わ
っ
て
い
る
担
当
者

は
ご
く
少
数
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
極
み
だ
。
心
よ
り

を
送
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

や
ま
な
い
。

　
『
怒
涛
』
は
送
付
可
能
な

全
同
窓
生
に
配
布
さ
れ
て
い

る
。
現
在
一
万
三
千
部
強
。

同
窓
会
費
の
七
割
近
く
が
費

や
さ
れ
る
。
会
費
の
納
入
率

は
17
％
弱
。
せ
め
て
五
人
に

一
人
、
20
％
以
上
の
方
々
に

ご
納
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
活

動
に
厚
み
が
増
す
。
各
位
の

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
し

た
い
。

　

私
の
大
好
き
な
言
葉
に

「
障
子
を
開
け
て
み
よ
、
外

は
広
い
ぞ
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
豊
田
自
動
織
機
の
創

業
者
で
あ
り
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
を
は
じ
め
と
す
る
ト
ヨ
タ

グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
で
も
あ

る
豊
田
佐
吉
氏
の
言
葉
で

す
。
佐
吉
氏
は
、
母
親
が
当

時
の
織
機
で
苦
労
し
な
が
ら

布
を
織
る
姿
を
見
て
、「
少

し
で
も
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
一
念
で
織
機
の

改
良
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が

き
る
。
未
知
の
世
界
に
飛
び

込
む
の
は
勇
気
を
必
要
と
す

る
し
、
今
が
良
け
れ
ば
あ
え

て
危
険
を
冒
す
必
要
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
現

状
に
満
足
し
て
い
て
は
将
来

の
保
証
は
ま
っ
た
く
な
い
。
第

一
次
世
界
大
戦
時
代
の
話
で

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
今

だ
か
ら
こ
そ
心
に
刻
ん
で
お

き
た
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は「
曽
地
峠
と
米

山
峠
に
挟
ま
れ
て
、陸
の
孤

島
と
化
す
の
で
は
」と
危
惧

豊
田
自
動
織
機
の
設
立
に
つ

な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
佐
吉
氏
が
中
国
へ
の

事
業
進
出
を
役
員
会
に
提
案

し
ま
し
た
が
、
役
員
全
員
の

猛
反
対
に
あ
い
ま
し
た
。
反

対
す
る
役
員
た
ち
を
説
得
す

る
た
め
に
発
し
た
言
葉
が「
障

子
を
開
け
て
み
よ
、
外
は
広

い
ぞ
」
で
し
た
。
障
子
の
向

こ
う
に
は
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
障

子
を
開
く
こ
と
で
新
し
い
可

能
性
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

さ
れ
た
柏
崎
で
す
が
、今
ま
た

「
上
越
新
幹
線
と
北
陸
新
幹

線
に
挟
ま
れ
て
…
」と
心
配

が
再
燃
し
て
い
ま
す
。今
こ

そ
、柏
崎
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

１
０
０
％
引
き
出
す
努
力
と

同
時
に
、
柏
崎
の
障
子
を
開

け
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
大
切
な
役
割

を
担
う
人
財
を
柏
崎
は
必
要

と
し
て
い
ま
す
。我
こ
そ
は

…
と
思
わ
ん
方
、私
た
ち
の

故
郷
・
柏
崎
の
障
子
を
一
緒

に
こ
じ
開
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

同
窓
会
長　

土  

田  

新  

吾
（
高
16
回
）

『
怒
涛
』
の
歩
み

柏
高
同
窓
会
の
一
員
と
し
て

　

こ
の
度
第
74
回
卒
業
生
代

表
に
選
出
さ
れ
嬉
し
く
思
う

気
持
ち
と
、
伝
統
あ
る
会
の

一
員
と
な
り
今
後
の
活
動
へ

の
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

私
は
柏
崎
高
校
で
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

普
段
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

友
だ
ち
と
の
会
話
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も

身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。ま
た
校
歌
に
あ
る「
右

文
尚
武
」
の
精
神
の
も
と
、

部
活
動
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

進
路
を
決
め
る
と
き
は
、

私
は
大
学
進
学
を
目
指
さ
ず

公
務
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

大
学
受
験
組
と
は
違
う
動
き

の
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く

の
先
生
方
や
仲
間
か
ら
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
進
路
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

春
に
な
り
、
私
た
ち
は
卒

業
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

先
へ
と
向
か
い
ま
す
。
柏
崎

か
ら
離
れ
る
仲
間
が
大
勢
い

て
、
簡
単
に
会
え
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
と
き

に
は
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
互

い
の
成
長
と
近
況
を
語
り
合

い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
と
思
う
と
、

今
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
収
束
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

私
た
ち
は
新
会
員
な
の
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
一
会
員
と
し
て
こ
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な

る
発
展
に
貢
献
し
た
い
で

す
。

高
74
回

卒
業
期
幹
事
代
表

東 

　 

知  

樹

西  

川  

正  

男
（
高
27
回
）

「
あ
な
た
の
手
で

　
柏
崎
の
障
子
を
開
け
て
み
ま
せ
ん
か
」

柏
崎
商
工
会
議
所

柏中柏高同窓会新聞
発行代表者
土  田  新  吾
印  刷  所

㈱柏崎インサツ

題　字
近　藤　禄　郎　氏

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
会
長

〒945
-0842
土

田

新

吾
（
高
16
）

柏
崎
市
米
山
台
五―

十―

十
二

電
話 （
〇
二
五
七
）二
四―

七
二
二
一

公
認
会
計
士〒945

-0064

坪

田

秀

雄
（
高
20
）

柏
崎
市
中
央
町
四
番
四
号

電
話
　
二
二―

六
一
一
五

㈳
外
国
人
材
支
援
機
構
理
事
長

日
本
化
薬
取
締
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

主
　
宰

今

井

　暁

　歩
（
高
23
）

柏
崎
市
穂
波
町
六
番
十
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
五
七―

二
三―

九
一
五
〇

暁
歩
書
道
会（

本
名
　
貴
志
男
）

稲

田

医

院

稲

田

勢

介
（
高
26
）

柏
崎
市
春
日
一―

六―

二
十
三―

十

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
三
二
）
〇
七
七
七

株
式
会
社
サ
イ
カ
ワ

西
川
正
男

代
表
取
締
役
社
長

（
高
27
）

柏
崎
市
大
字
安
田
田
尻
工
業
団
地
７
５
８
６

高

木

医

院

高

木

秋

夫
（
高
27
）

勝

井

丈

美
（
高
23
）

柏
崎
市
西
本
町
二
丁
目
八―

十
七

柏
崎
司
法
書
士
会
々
員

（
高
14
）

伊
　
　
藤
　
　
誉
士
勝

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―
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　一昨年までは、本校姉妹校である韓国新道林高校と双方向の人的交
流を行ってきましたが、本年度はZOOMによるオンライン形式で２
回、英語での研究交流会を行うことができました。
　交流会Ⅰでは、３学年から２グ
ループが課題研究を発表。（新道林
高校も２つ発表）
　交流会Ⅱでは、2学年から２グルー
プが課題研究中間発表を発表、英語
部によるクイズ交流を行いました。
（新道林高校は３つ発表）
　新道林高校の生徒の研究内容の
深さ、プレゼン力、英語力の高さを
改めて感じさせられましたが、本校
生徒も立派に物怖じせず発表しま
した。令和４年度は３年ぶりの双方
向の人的科学交流を目指し、現在計
画中です。（文責：布施）

講師　桑原新二 氏
（株式会社　大原鉄工所　車両サービス課課長）

演目　サラリーマンの体験～最果ての地から見える地球

SSHスーパーイノベーション講演会
7月19日　柏崎市文化会館アルフォーレ大ホール

日韓研究交流会Ⅰ（9月３日）・Ⅱ（12月17日）
本校社会科教室：Zoomオンラインにて開催

  令和４年になりました。
３年前は、平成からどんな
元号になるのだろう、と正
解に辿り着かないことをわ
かっていながら新しい元号
を予想していたものです。
新元号が「令和」だと知り、
なんだかしっくりこない
なぁと思いながらも時代の
切り替わりを肌で感じ、わ
くわくしていました。そん
な平成から令和の変わり目
に高校１年だった生徒達が
卒業です。３年間楽しいこ
とも辛いこともありました
ね。万葉集「梅花の歌」に
ちなんで、みなさんの未来
が春のような暖かさに満ち
ることを願っています。
　卒業おめでとう。

編 集 後 記 

【野球部】
○第103回全国高等学校

野球選手権新潟県大会
3－4高田北城

○第145回北信越地区高
等学校野球新潟県大会
5－12糸魚川

【バスケットボール部】
◆男子
○北信越選手権大会

1回戦
85－88北陸（福井県）

○ 第74回全国高 校 バス
ケットボール選手権大会
新潟県予選会２次ラウ
ンド　４位
2回戦80－68日本文理
3回戦71－67五泉
決勝リーグ
①57－147帝京長岡
②58－127開志国際
③82－118北越

○秋季地区大会　２位
2回戦97－49糸魚川
3回戦92－41佐渡総合
決勝リーグ
①72－75佐渡
②80－61関根学園
③89－62上越総合技術

◆女子
○ 第74回全国高 校 バス

ケットボール選手権大会
新潟県予選会１次ラウ
ンド
2回戦65－42加茂暁星
3回戦52－54長岡

○秋季地区大会
2回戦94－34高田
3回戦51－92佐渡

【バレーボール部】
◆男子
○県選手権大会上越地区

予選
1回戦0－2高田
代表決定戦0－2新井

○秋季地区大会
1回戦0－2糸魚川

◆女子
○県選手権大会上越地区

予選
代表決定戦2－0新井

○県選手権大会
1回戦0－2中越

○秋季地区大会　３位

1回戦2－0新井
2回戦2－1高田農業
準決勝1－2高田北城
シード決定戦1－2上越

【サッカー部】
○第100回全国高校サッ

カー選手権大会新潟県
大会
2回戦2－1長岡高専
3回戦0－2中越

○秋季上越地区大会　３位
1回戦7－0高田商業
2回戦8－1上越総合技術
準決勝0－1上越
3位決定戦2－1高田

【ハンドボール部】
◆男子
○県高校秋季大会

1回戦9－35長岡大手
◆女子
○県高校秋季大会　１位

リーグ戦
①12－10長岡大手
②18－12巻
③15－14新潟江南

全国選抜大会出場
【陸上競技部】
○北信越新人大会

（石川県金沢市）
男子三段跳

４位　海津義暉
男子棒高跳

７位　川端皓斗
男子棒高跳

９位　押見陽太
○秋季県大会（長岡市）

男子走高跳
１位　吉田亜夢路

男子砲丸投
１位　寺澤達也

男子400ｍH 
３位　山田英誉

男子円盤投
４位　寺澤達也

○県高校1年生大会
男子棒高跳

１位　押見陽太
【水泳競技部】
◆女子
○県総体

100mバタフライ
２位　須貝心美

200mバタフライ
２位　須貝心美

4×100mフリーリレー
６位

須貝心美・野中愛生
俵木恵菜・内山杏奈

4×100mメドレーリレー
７位

内山杏奈・俵木恵菜
須貝心美・野中・愛菜

女子総合　第７位
○北信越総体

水泳競技大会
バタフライ　４位

○全国高校総体
水泳競技大会
女子100m
バタフライ出場

【ソフトテニス部】
◆男子

秋季上越地区大会出場
◆女子
○秋季上越地区大会

ダブルス

優勝
三井田奈那・田邉美樹

３位
本多美衣・金井彩羽

シングルス
優勝　三井田奈那
３位　田邉美樹

○県新人選抜大会
ダブルスベスト８

三井田奈那・田邉美樹
○高校選抜県大会（団体戦）

ベスト８
○県高校選抜インドア大会

３位
三井田奈那・田邉美樹

【卓球部】
◯秋季上越地区大会

（柏崎総合体育館）
◆男子学校対抗戦

３位（県選抜大会出場）
◆男子シングルス

ベスト16　島田皇貴
（県選抜大会出場）

ベスト20　嶋岡大晃
（県選抜大会出場）

◆女子シングルス
ベスト16　渡邊　光

（県選抜大会出場）
【山岳部】

引退登山
（涸沢岳/上高地）

【バドミントン部】
◆男子
〇秋季上越地区大会

学校対抗戦
1回戦不戦勝
2回戦1－3新井
個人戦ダブルス
６位

深井倖之介・坂井勇輝
１年生シングルス
２位　田邉　柊

◆女子
〇秋季上越地区大会

学校対抗戦（１位）
2回戦3－1新井
準決勝
3－1高田商業
決勝3－0高田

県選抜大会出場
個人戦ダブルス
１位

岩田美穂・長谷川茉穂
２位

田村穂香・末武柑菜
県選抜大会出場

個人戦シングルス
２位　岩田美穂
３位　長谷川茉穂

県選抜大会出場
〇新潟県選抜大会

学校対抗戦
1回戦3－1小千谷
準々決勝
2－3新潟（ベスト８）
個人戦ダブルス

岩田美穂・長谷川茉穂
１回戦敗退

田村穂香・末武柑菜
１回戦敗退

個人戦シングルス
岩田美穂　 ２回戦進出
長谷川茉穂 ２回戦進出

【テニス部】
◆男子
○上越地区高等学校新進

テニス大会
男子Ｄ
２位

内山椋太/近藤諒平
ベスト８

片桐亮太/石田大和
大掛真夢/永井　響

ベスト16
五十嵐隼/横関　航
山田晃生/阿部大雅
田村彰悟/柏井純也

男子Ｓ
３位　内山椋太
ベスト８　柏井純也
ベスト16
近藤諒平･片桐亮太

○全国選抜高校テニス大
会地区予選
５位
全国選抜高校テニス大
会県大会　出場

○上越地区秋季地区大会
男子Ｓ

３位　内山椋太
ベスト８　片桐亮太
ベスト16

近藤諒平・柏井純也
男子Ｄ
ベスト４

内山椋太／近藤諒平
ベスト８

永井　響／柏井純也
○柏崎市市長杯

男子Ｓ
３位

内山椋太・片桐亮太
○県選手権

男子Ｓ
ベスト32

内山椋太・柏井純也
◆女子
○上越地区高等学校新進

テニス大会
女子Ｄ
３位

坂井愛季／大島香凛
ベスト４

五十嵐結希／藤巻里菜
ベスト８

吉原希乃花／羽田流椛
女子Ｓ
３位　坂井愛季
ベスト８　五十嵐結希
ベスト16

大島香凛・藤巻里菜
吉原希乃花

○全国選抜高校テニス大
会地区予選
女子５位
全国選抜高校テニス大
会県大会　出場
上越地区秋季地区大会
女子Ｓ
３位　坂井愛季
ベスト８

大島香凛・五十嵐結希
ベスト16

藤巻莉奈・吉原愛菜
女子Ｄ
３位

五十嵐結希／藤巻莉奈
ベスト４

坂井愛季／大島香凛
ベスト８

吉原愛菜／吉原希乃花
○県選手権

女子Ｓ
ベスト32　坂井愛季

【弓道部】
○秋季上・中越地区弓道

大会
◆個人男子

坂田朋生　２中
◆団体女子　柏崎A

総的中数４中
若月萌衣　２中
加藤愛菜　１中
吉野榛花　１中

○新潟県弓道選手権大会
高校の部

◆個人男子
坂田朋生　１回戦２中

◆個人女子
加藤愛菜　１回戦１中

◆団体女子
柏崎　総的中数７中
・１回戦　２中

若月萌衣　１中
吉野榛花　１中

・２回戦　４中
若月萌衣　２中
加藤愛菜　２中

・３回戦　１中
加藤愛菜　１中

【吹奏楽部】
○第62回新潟県吹奏楽コ

ンクール
高等学校Bの部　銅賞

○第45回新潟県アンサン
ブルコンテスト（高等
学校の部）
木管打楽器８重奏 銀賞
金管打楽器８重奏 銀賞

【演劇部】
新潟県高等学校演劇発
表会　優良賞

「うさみくんのお姉ちゃん」
中原久典・作　演劇部
潤色

【生物部】
○TAMAサイエンスフェス

ティバル in TOYAKU
スタンダード部門
敢闘賞

小野湊士・髙橋　蓮
○サイエンスキャッスル

2021関東大会
口頭発表部門　優秀賞

小池日葵・荒川翼沙・
髙橋　蓮・堀川　咲

○第13回新潟県高等学校
自然科学系クラブ　活
動報告・研究発表会
研究発表　優秀賞

小野湊士・髙橋　蓮
ポスター発表研究発表
部門　優秀賞（北信越
大会出場決定）

小池日葵・荒川翼沙・
髙橋　蓮・堀川　咲

口頭発表活動報告部門
優秀賞

小池日葵・荒川翼沙・
髙橋　蓮・堀川　咲・
杉田麻綾・小野湊士・
針口日奈子

【美術・工芸部】
○新潟県高等学校総合文

化祭第35回美術・工芸
展（Web展）出品
油絵S50号『ひとりぼっ
ち』河上晴陽

【書道部】
○第45回全国高等学校総

合文化祭　紀の国わか
やま総文2021
書道部門　出品

内山あかり　宮澤真奈
○柏崎市美術展覧会

奨励賞　竹越梨乃
入選

山本麻稀　池田千優
北村綾未　江部琴音
坂西和奏　横田詩栞
長井菜穂　小池真歩
水澤佑理

○新潟県高校総合文化祭
書道展（Web展）
出品

竹越梨乃　山本麻稀
池田千優

★竹越梨乃と山本麻稀
は、来年度新潟県代
表として全国総文祭
に出品する。

【写真部】
○県高文連

第35回写真専門部展
学校賞　第３位
個人の部
優秀賞

伊東歩華・佐藤和奏
太田一華

奨励賞　下條心磨
入選

春川希羅・若山　栞
平沢瑚々夏・重野模花
伊東歩華・阿部春菜
佐藤和奏・坂井勇魚
安達奏音・永井楓奈
小笠原優々・小林　恵
中村文音・源川秀弥
太田一華・河上理穂
中西優理

【英語部】
○新道林高校オンライン

交流会
柏崎高校学校紹介等

【家庭部】
○第10回お弁当甲子園　

作品出展
【フォークロック部】

校内ライブ（11月）
【特設弁論部】
○第45回全国高等学校総

合文化祭　紀の国わか
やま総文2021
弁論部門出場　松井萌
生

【その他】
◆KSPⅡ
○海の宝アカデミックコン

テスト2021
マリン・サイエンス部門
関東・中部ブロック奨励
賞

小池日葵・池田千優
黒崎　岳・諏訪部天伶
髙橋まどか

○第13回新潟県高等学校
自然科学系クラブ 活
動報告・研究発表会
ポスター発表研究発表
部門　優秀賞（北信越
大会出場決定）

小池日葵・池田千優
黒崎　岳・諏訪部天伶
髙橋まどか

各部活動の足跡

全国高校総体出場全国高校総体出場
 水泳競技部 水泳競技部
全国選抜大会出場全国選抜大会出場
 女子ハンドボール部 女子ハンドボール部
北信越大会出場北信越大会出場
  男子バスケットボール部男子バスケットボール部
  陸上競技部 水泳競技部陸上競技部 水泳競技部
全国高校総文祭出場全国高校総文祭出場
  書道部 特設弁論部書道部 特設弁論部

高74回卒業生の皆さん
ご　卒　業

おめでとうございます


